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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロフト角が異なる３本以上のアイアン型のゴルフクラブをセットとしたアイアン型ゴル
フクラブセットであって、
　前記各ゴルフクラブのヘッドは、フェース面を有するヘッド本体部に該ヘッド本体部よ
りも比重が大の錘部材が固着されてなり、
　かつロフト角が最小をなす最も低番手のゴルフクラブを含む低番手側のゴルフクラブは
、前記ヘッド本体部のトウ側に前記錘部材が配されるとともに、
　ロフト角が最大をなす最も高番手のゴルフクラブを含む高番手側のゴルフクラブは、前
記ヘッド本体部のヒール側に前記錘部材が配され、
　しかも前記低番手側のゴルフクラブと前記高番手側のゴルフクラブとの間に位置する中
間番手のゴルフクラブは、トウ側とヒール側とに分けて前記錘部材が夫々配され、
　前記各錘部材は、前記ヘッド本体部のソール部に配されるとともに、該ソール部から見
た底面視において、
　前記ソール部の後縁と略平行にのびる背面部と、この背面部のヘッド中心側の端部であ
る内端からソール部の前縁に近づきつつ該背面部の他方の端部である外端へとのびる前斜
面部と、この前斜面部と前記背面部とを継ぐ側面部とを有する略三角形状をなすことを特
徴とするアイアン型ゴルフクラブセット。
【請求項２】
　前記各ゴルフクラブは、そのヘッドの重心距離をロフト角が小さいものから順番にＬ１



(2) JP 4546681 B2 2010.9.15

10

20

30

40

50

、Ｌ２、…Ｌｎ（ただしｎは３以上の整数）とするとき、下記式(1)、(2)を満たすことを
特徴とする請求項１記載のアイアン型ゴルフクラブセット。
　Ｌ１＞Ｌ２＞…＞Ｌｎ　… (1)
　Ｌ１－Ｌｎ≧３（mm）　… (2)
【請求項３】
　前記最も低番手のゴルフクラブは、ヘッドの重心距離が４５mm以上であり、かつ全ての
クラブのヘッドの重心を通る垂直軸周りのヘッドの慣性モーメントが２４００ｇ・cm2 以
上であることを特徴とする請求項１又は２記載のアイアン型ゴルフクラブセット。
【請求項４】
　前記ヘッド本体部は、フェース板と、このフェース板が前面に配される基部とを含んで
構成され、
　前記基部は、前記フェース板の外周面及び裏面周縁部とを保持する段差状の受け部と、
この受け部からさらにバックフェース面側に凹んだ背壁を有する凹部とを有することによ
り、前記ヘッド本体部は、内部に略密閉された中空部が形成され、
　前記ソール部は、前記錘部材を挿入しうる取付孔を具え、該取付孔はソール部を上下に
貫通してのびるとともに前記凹部に面するソール上面に設けた開口部を小径とした段付状
をなし、
　前記錘部材は、前記ソール部の取付孔に挿入される主部と、このソール部を貫通して前
記ソール上面から凹部に突出する凸部とを有し、
　しかも前記凸部は、ソール上面に拡巾した抜け止め部を形成して固着される請求項１乃
至３のいずれかに記載のアイアン型ゴルフクラブセット。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、アベレージゴルファの飛距離を増大するのに役立つアイアン型ゴルフクラブセ
ットに関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
アイアン型のゴルフクラブにおいて、アベレージゴルファの番手毎の打点位置を分析する
と、ロフト角の小さい低番手のゴルフクラブではフェース中心よりもトウ側寄り、ロフト
角が大きい高番手のゴルフクラブではフェース中心よりもヒール側寄り、中間番手のゴル
フクラブではほぼフェース中心であることが判ってきた。一方、ゴルフクラブは、ヘッド
の重心位置（より正確にはスイートスポット点）で打撃した場合、打球の打ち出し速度が
最大となる。
【０００３】
上述のような各クラブ毎の打点位置と、ヘッドの重心位置とを一致させるために、例えば
特許第２８９９２１３号では、打球面に対するヘッドサイド面の角度を、いわゆる低番手
のゴルフクラブから高番手のゴルフクラブになるに従って徐々に小さくすることを提案し
ている。また他の例として、ヘッドの背面に凹み部を設けたいわゆるキャビティタイプの
ヘッドにおいて、キャビティ部の肉厚を、低番手のものではトウ側を厚くし、高番手のも
のではソール側を厚くすることも提案されている。
【０００４】
しかしながら、前者のものでは、ヘッドサイド部の形状が番手毎に変化するため、構えた
際に違和感が生じ易く、また後者のものでは移動させる重量が比較的少量に限られるため
、重心位置を変化させる効果に乏しいものとなる。
【０００５】
本発明は、以上のような問題点に鑑み案出なされたもので、フェース部を有するヘッド本
体部に該ヘッド本体部よりも比重が大の錘部材を固着するとともに、番手に応じてこの錘
部材を配する位置を限定することを基本として、打点位置とスイートスポット点とを一致
させ、アベレージゴルファの飛距離を増大させるのに役立つアイアン型ゴルフクラブセッ
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トを提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明のうち請求項１記載の発明は、ロフト角が異なる３本以上のアイアン型のゴルフ
クラブをセットとしたアイアン型ゴルフクラブセットであって、前記各ゴルフクラブのヘ
ッドは、フェース面を有するヘッド本体部に該ヘッド本体部よりも比重が大の錘部材が固
着されてなり、かつロフト角が最小をなす最も低番手のゴルフクラブを含む低番手側のゴ
ルフクラブは、前記ヘッド本体部のトウ側に前記錘部材が配されるとともに、ロフト角が
最大をなす最も高番手のゴルフクラブを含む高番手側のゴルフクラブは、前記ヘッド本体
部のヒール側に前記錘部材が配され、しかも前記低番手側のゴルフクラブと前記高番手側
のゴルフクラブとの間に位置する中間番手のゴルフクラブは、トウ側とヒール側とに分け
て前記錘部材が夫々配され、前記各錘部材は、前記ヘッド本体部のソール部に配されると
ともに、該ソール部から見た底面視において、前記ソール部の後縁と略平行にのびる背面
部と、この背面部のヘッド中心側の端部である内端からソール部の前縁に近づきつつ該背
面部の他方の端部である外端へとのびる前斜面部と、この前斜面部と前記背面部とを継ぐ
側面部とを有する略三角形状をなすことを特徴としている。
【０００７】
また請求項２記載の発明は、前記各ゴルフクラブは、そのヘッドの重心距離をロフト角が
小さいものから順番にＬ１、Ｌ２、…Ｌｎ（ただしｎは３以上の整数）とするとき、下記
式▲１▼、▲２▼を満たすことを特徴とする請求項１記載のアイアン型ゴルフクラブセッ
トである。
Ｌ１＞Ｌ２＞…＞Ｌｎ　…▲１▼
Ｌ１－Ｌｎ≧３（mm）　…▲２▼
【０００８】
また請求項３記載の発明は、前記最も低番手のゴルフクラブは、ヘッドの重心距離が４５
mm以上であり、かつ全てのヘッドの重心を通る垂直軸周りのヘッドの慣性モーメントが２
４００ｇ・cm2 以上であることを特徴とする請求項１又は２記載のアイアン型ゴルフクラ
ブセットである。
【０００９】
　また請求項４記載の発明は、前記ヘッド本体部は、フェース板と、このフェース板が前
面に配される基部とを含んで構成され、前記基部は、前記フェース板の外周面及び裏面周
縁部とを保持する段差状の受け部と、この受け部からさらにバックフェース面側に凹んだ
背壁を有する凹部とを有することにより、前記ヘッド本体部は、内部に略密閉された中空
部が形成され、前記ソール部は、前記錘部材を挿入しうる取付孔を具え、該取付孔はソー
ル部を上下に貫通してのびるとともに前記凹部に面するソール上面に設けた開口部を小径
とした段付状をなし、前記錘部材は、前記ソール部の取付孔に挿入される主部と、このソ
ール部を貫通して前記ソール上面から凹部に突出する凸部とを有し、しかも前記凸部は、
ソール上面に拡巾した抜け止め部を形成して固着される請求項１乃至３のいずれかに記載
のアイアン型ゴルフクラブセットである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施の一形態を図面に基づき説明する。
図１は、本実施形態のアイアン型ゴルフクラブセットの一部をトウ側から見た側面図、図
２はそのソール部側から見た底面図、図３はそのフェース面側から見た正面略図をそれぞ
れ示している。図において、本実施形態のアイアン型ゴルフクラブセット（以下、単に「
セット」ということがある。）１は、ロフト角αが異なる３本以上のアイアン型のゴルフ
クラブ（以下、単に「クラブ」ということがある。）２をセットとして構成される。
【００１１】
このようなセット１は、例えば番手数が奇数又は偶数のみからなるハーフセットや、３番
アイアン～９番アイアンまでの７本セット、 さらにはこれらにピッチングウエッジ（Ｐ
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Ｗ）、アプローチウエッジ（ＡＷ）、サンドウエッジなどの１ないし複数本を加えて構成
できる。そしてセット１の総本数が３本以上、好ましくは６本以上、より好ましくは７本
以上で構成するのが望ましい。
【００１２】
本実施形態では、３番アイアン～９番アイアンまでの連続した番手７本に、ＰＷ、及びＡ
Ｗを追加した合計９本でセット１を構成している。また図１～３には、ロフト角αが最小
をなす最も低番手のクラブ２Ａ（本例では３番アイアン）と、ロフト角αが最大をなす最
も高番手のクラブ２Ｂ（本例ではアプローチウエッジ）と、ロフト角αがこれらの間に位
置する中間番手のクラブ２Ｃ（本例では７番アイアン）とを示している。特に限定はされ
ないが、例えば最も低番手のクラブ２Ａのロフト角αは例えば１０～２５度程度、最も高
番手のクラブ２Ｂのロフト角αは５６～６０度程度とするのが好ましい。
【００１３】
各クラブ２は、シャフト３と、該シャフト３の一端に固着されたヘッド４とから構成され
ている。シャフト３は、例えばロフト角αの増大に伴ってその長さが徐々に小に設定され
る。またヘッド４は、図４、図５に拡大して示すように、ボールを打球するフェース面Ｆ
を有するヘッド本体部５と、該ヘッド本体部５のヒール側に連なり前記シャフト３が固着
されるネック部６とを一体に具えて構成される。
【００１４】
前記ヘッド本体部５は、前記フェース面Ｆを形成するフェース部５ａと、このフェース部
５ａの上縁に連なりヘッド上面部分をなすトップ部５ｂと、前記フェース部５ａの下縁に
連なりヘッド底面部分をなすソール部５ｃと、トップ部５ｂとソール部５ｃとの間をヘッ
ド先端側で継ぐトウ部５ｄと、フェース面Ｆと反対側のバックフェース面５ｅとを具えて
いる。
【００１５】
また本実施形態のヘッド本体部５は、図５に示すように、小厚さのフェース板５Ｂと、こ
のフェース板５Ｂを前面に配する基部５Ａとを含んで構成される。該フェース板５Ｂの厚
さは、特に限定はされないが、例えば１．０～３．５mm、より好ましくは１．５～３．３
mm、さらに好ましくは２．０～３．０mm程度に設定することが望ましい。前記厚さが１．
０mm未満では耐久性が低下する傾向があり、逆に３．５mmを超えるとヘッドの反発性能が
低下し易くなる。またフェース板５Ｂは、本例では基部５Ａよりも低比重の材料により形
成されたものを例示し、具体的にはチタンないし各種のチタン合金が好適に用いられる。
【００１６】
　前記基部５Ａは、本例ではステンレス鋼の鋳造品により形成され、例えばフェース板５
Ｂの外周面５Ｂ１及び裏面周縁部５Ｂ２とを保持する段差状の受け部１１と、この受け部
１１からさらにバックフェース面５ｅ側に凹んだ背壁１３を有する凹部１２とを有してい
る。そして、受け部１１に例えば接着剤やカシメ等の固着手段により前記フェース板５Ｂ
を固着している。これにより、本例のヘッド４は、内部に略密閉された中空部ｉ（図８等
に示す）を形成しうる。このような中空部ｉは、打球時に、主たる打撃領域となるフェー
ス板５Ｂの中央部を基部５Ａに拘束されることなく弾性的に変形させるため、フェース部
５ａの反発性能を向上しうる。また背壁１３は、ヘッド４の重量をバックフェース側に配
分しうる結果、背面が開放された一般的なキャビティタイプのヘッドに比べ重心深度を大
とするのに役立つ。
【００１７】
また本実施形態の各ヘッド４は、前記ヘッド本体部５に該ヘッド本体部５よりも比重が大
の錘部材７が固着される。本例のようにヘッド本体部５がステンレス鋼（比重約７．８）
からなる基部５Ａと、チタン合金（比重約４．５）からなるフェース板５Ｂとで構成され
る場合には、比重が大きい方、即ち基部５Ａよりも比重が大の錘部材７が固着される。錘
部材７としては、特に限定はされないが、例えば塑性変形しやすくかつ比重が大である金
属材料が好ましく、例えばＷ－Ｃｕ合金、Ｃｕ、Ｎｉ－Ｃｕ、Ｗ－Ｎｉなど、Ｗ、Ｃｕ又
はＰｂなどの１以上を含む金属材料が好適である。特に好ましくは、錘部材７は比重が１
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０～２２、より好ましくは１２～１４程度の金属材料が望ましい。前記比重が１０未満で
あると、ヘッドの重心位置を大きく移動させることが困難となり、逆に比重が２２を超え
る金属材料は、一般に塑性変形し難くかつコストが高い点でも実用上好ましくない。
【００１８】
図６は最も低番手のクラブ２Ａのヘッド４を背面から見た背面図を示し、図７、図８はそ
の断面図を示す。本実施形態では、この最も低番手のクラブ２Ａを含む低番手側のクラブ
の各ヘッド４には、そのソール部５ｃのトウ側に錘部材７が配されたものを例示している
。低番手側のクラブとしては、例えばロフト角αが２７度以下のもの、具体的には３番ア
イアン、４番アイアン及び５番アイアンを設定している。ただし、「低番手側のクラブ」
は、この態様に限定されるものではなく、例えば最も低番手のクラブ２Ａだけでも良いし
、また最も低番手のクラブを含んで連続する番手の２本以上で構成できる。
【００１９】
低番手側のクラブは、一般にクラブ長さが大であることにより横振り傾向が強く、その他
種々の要因により、アベレージゴルファの打点位置は、上述の如くトウ側に集中し易い。
このため、低番手側のクラブにおいて、錘部材７をソール部５ｃのトウ側に配することに
より、ヘッド４の重心Ｇをトウ側に位置させる。これにより、重心Ｇからフェース面Ｆに
引いた法線が該フェース面Ｆと交わるスイートスポット点がアベレージゴルファの主たる
打点位置と近接ないし一致し、打球の飛距離を増大させる。ここで、「トウ側に錘部材７
が配される」とは、図３に示す如く、錘部材７の重心ｇが、フェース巾の中心線ＦＣより
もトウ側に位置することを意味する。また前記「フェース巾」とは、図１～４に示す如く
、ヘッド４を規定のライ角β、ロフト角αで水平面に載置したときの最もトウ側の端部Ａ
と、ヘッド本体部とネック部との交差部Ｂとの間の水平方向の距離Ｗとし、「フェースの
巾の中心線ＦＣ」はこのフェース巾Ｗの中間を通る垂直線とする。なお符号「ＣＬ」は、
シャフト３の中心線である。
【００２０】
また低番手側のクラブは、ヘッド４の重心距離Ｌが例えば４１～４９mm、より好ましくは
４３～４７mm程度が望ましい。ヘッドの重心距離Ｌは、図３に示すように、シャフト３の
軸中心線ＣＬからヘッドの重心Ｇまでの最小長さである。このように低番手側のクラブの
重心距離を設定したときには、より好適にアベレージゴルファの打点位置と前記スイート
スポット点とを近似させることができる。
なお低番手側のクラブにおいて重心距離が４１mm未満になると、スイートスポット点とア
ベレージゴルファの主たる打点位置とのずれが大きくなる他、インパクト時にヘッド４が
返りすぎ右打ちゴルファの場合（以下同じ）には打球が左方向にそれやすくなる傾向があ
り、逆に４９mmを超えるとヘッド４が返りにくくなって打球が右方向にそれ易くなる傾向
がある。特に好ましくは最も低番手のクラブ２Ａの重心距離を４５～４９mmとするのが望
ましい。
【００２１】
図９は最も高番手のクラブ２Ｂのヘッド４を背面から見た背面図を示し、図１０、図１１
はその断面図を示す。この最も高番手のクラブ２Ｂを含む高番手側のクラブの各ヘッド４
は、そのソール部５ｃのヒール側に、錘部材７が配されている。本例では高番手側のクラ
ブとして、ロフト角αが３９度以上のもの、具体的には９番アイアン、ピッチングウエッ
ジ及びアプローチウエッジで構成したものを例示する。ただし、「高番手側のクラブ」は
、この態様に限定されるものではなく、例えば最も高番手のクラブ２Ｂだけでも良いし、
また最も高番手のクラブ２Ｂを含んで連続する番手の２本以上で構成できる。
【００２２】
高番手側のクラブは、ロフト角が大きくかつクラブ長さが短いために縦振り傾向が強く、
上述の如くアベレージゴルファの打点位置はヒール側に集中し易い。
このため、高番手側のクラブについては、錘部材７をヒール側に配してヘッド４の重心Ｇ
をヒール側に設定することにより、スイートスポット点とアベレージゴルファの主たる打
点位置とを近接ないし一致させることができる。これにより打球の飛距離を増大させ得る
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。なお「ヒール側に錘部材７が配される」とは、図３に示すように錘部材７の重心ｇが、
フェース巾の中心線ＦＣよりもヒール側に位置することを意味する。
【００２３】
また高番手側のクラブについては、ヘッド４の前記重心距離Ｌを例えば３６～４２mm、よ
り好ましくは３７～４１mm程度とするのが望ましい。このように重心距離Ｌを設定したと
きには、高番手側のクラブにおいてより好適にアベレージゴルファの主たる打点位置とヘ
ッドのスイートスポット点とを一致ないし近似させることができる。高番手側のクラブに
おいて、前記重心距離が３６mm未満では、前記スイートスポット点と打点位置とのずれが
大きくなる他、インパクト時にヘッド４が返りすぎて、右打ちゴルファの場合（以下同じ
）には打球が左方向にそれ易くなる傾向があり、逆に４２mmを超えるとヘッド４が返り難
くなって、打球が右方向にそれ易くなる傾向がある。
【００２４】
さらに、図１２は低番手側のクラブと前記高番手側のクラブとの間に位置する中間番手の
一のクラブ２Ｂのヘッド４を背面から見た背面図を示し、図１３、図１４はその断面図を
示す。この中間番手のクラブは、ソール部５ｃに、トウ側に配されたトウ側の錘部材７Ａ
と、ヒール側に配されたヒール側の錘部材７Ｂとが配されている。本例では中間番手のク
ラブを、ロフト角が２７度よりも大かつ３９度未満のもの、具体的には６番アイアン、７
番アイアン及び８番アイアンに定めている。ただし、「中間番手のクラブ」は、この態様
に限定されるものではなく、低番手側及び高番手側のクラブの設定により変化しうる。
【００２５】
中間番手のクラブにおけるアベレージゴルファの打点位置は、上述の如くほぼフェース巾
Ｗの中心ＦＣに集中し易い。このため、錘部材７をトウ、ヒールに分けてそれぞれ配する
ことにより、中間番手のクラブにおいてヘッド４のスイートスポット点と打点位置とを近
接ないし一致させ、打球の飛距離を増大させる。特に中間番手のクラブは、プレー中の使
用頻度が比較的多いため、錘部材７をトウ側とヒール側とに分けて配することにより、ヘ
ッドの重心を通る垂直軸周りの慣性モーメントが大幅に増大し、ミスショット時において
も飛距離のロス及び方向性のブレを最小限に抑えることができ、スコアの向上に役立つ。
【００２６】
また中間番手のクラブでは、ヘッド４の重心距離Ｌを例えば３９．５～４４．５mm、より
好ましくは４０．５～４３．５mm程度に設定するのが望ましい。このように重心距離を設
定したときには、より好適に中間番手のクラブのスイートスポット点とアベレージゴルフ
ァの打点位置とを近似させることができる。なお前記重心距離が３９．５mm未満では、ス
イートスポット点と打点位置とのずれが大きくなる他、インパクト時にヘッド４が返りす
ぎて、右打ちゴルファの場合（以下同じ）には打球が左方向にそれ易くなる傾向があり、
逆に４４．５mmを超えるとヘッド４が返り難くなって打球が右方向にそれ易くなる傾向が
ある。
【００２７】
また本実施形態のセット１では、ヘッドの重心距離Ｌをロフト角αが小さいものから順番
にＬ１、Ｌ２、…Ｌｎ（ただしｎは３以上の整数）とするとき、下記式▲１▼、▲２▼を
満たすものを例示している。
Ｌ１＞Ｌ２＞…＞Ｌｎ　…▲１▼
Ｌ１－Ｌｎ≧３（mm）　…▲２▼
【００２８】
即ち、本実施形態のセット１では、ヘッドの重心距離Ｌは、ロフト角が大きくなるにつれ
て小さくなるように設定されている。これにより、ロフト角に応じて重心距離Ｌを連続的
に変化させることができ、よりバランス良くスイートスポット点と打点位置とを近似させ
ることが可能となる。また、最も低番手のクラブ２Ａの重心距離Ｌ１と、最も高番手のク
ラブ２Ｂの重心距離Ｌｎとの差を３mm以上、より好ましくは５mm以上に設定することによ
り、ヘッドの重心Ｇの位置をセット内で大きく変化させることができる。なお隣り合う番
手間での重心距離の差は、特に限定はされないが、好ましくは０．５mm以上、さらに好ま



(7) JP 4546681 B2 2010.9.15

10

20

30

40

50

しくは０．８mm以上とするのが望ましい。
【００２９】
またセット１内の各クラブ２は、ヘッドの重心Ｇを通る垂直軸周りのヘッドの慣性モーメ
ントが２４００ｇ・cm2 以上、より好ましくは２５００ｇ・cm2 以上、さらに好ましくは
２６００～４０００ｇ・cm2 であることが望ましい。このように慣性モーメントを限定し
たときには、ミスショット時でもヘッド４のブレが小さくなり、打点位置のバラツキにお
ける飛距離のロス、方向性のブレを最小限に抑えることができる点で好適である。
【００３０】
　また、図２に示した如く、前記錘部材７が、ソール部５ｃから見た底面視において、前
記ソール部５ｃの後縁Ｅｂと略平行にのびる背面部２０と、この背面部２０のフェース巾
の中心側の端部である内端２０ａからソール部の前縁Ｅｆに近づきつつ該背面部２０の他
方の端部である外端２０ｂ側へとのびる前斜面部２１と、この前斜面部２１と前記背面部
２０の外端２０ｂとを継ぐ側面部２２とを有する略三角形状をなす。
【００３１】
このような錘部材７の重心ｇは、低番手側のクラブではよりトウ側に、また高番手側のク
ラブではよりヒール側にヘッド４の重心Ｇを大きく変化させるのに有効となる。さらに中
間番手のクラブでは錘部材７の重心ｇを夫々、トウ、ヒール側に位置させることができ、
ヘッドの慣性モーメントをより大きく設定しうる。
また、このような底面視略三角形状の錘部材７の形状は、その重心ｇをよりバックフェー
ス側にも近づけるため、ヘッド４の重心深度を大にできる。より具体的には、本実施形態
のセット１を構成しているヘッド４は、いずれも重心深度が４mm以上で構成されている。
このように重心深度が大きいヘッドでは、ミスショット時のヘッドのブレが小さくなるた
め、該ミスショット時の飛距離のロスや方向性のブレを最小限に抑えるのに役立つ。なお
重心深度は、ヘッドの重心Ｇとフェース面Ｆとの間の最短距離とする。
【００３２】
　具体的には、錘部材７の質量（中間番手のクラブのものについてはトウ側の錘部材７Ａ
とソール側の錘部材７Ｂとの合計質量）は、好ましくは３０～１００ｇ、より好ましくは
４０～９０ｇとするのが望ましい。前記質量が３０ｇ未満になると、ヘッドの重心Ｇの調
節が困難となる傾向があり、逆に１００ｇを超えると、ヘッド重量が過度に重くなったり
、またヘッド本体部５が小型化せざるを得なくなる場合があり好ましくない。特に好まし
くはヘッド４の全質量に対する錘部材の質量が１０～４０％、より好ましくは１５～３５
％であるのが望ましい。
【００３３】
また錘部材７の底面視における面積が大きすぎると、製造が困難となる傾向があり、逆に
小さすぎると重心が低くなり難いという傾向がある。このような観点より、錘部材７の底
面視における面積は１５０～３５０mm2 、より好ましくは１７０～３２０mm2 とするのが
望ましい。
【００３４】
なお錘部材７は、例えばトウ部５ｄやネック部６などにも設けることもできる。ただし、
この場合にはソール部５ｃに設ける場合に比べて錘部材の重心ｇが高所に位置するため、
ヘッドの重心Ｇも高くなり易いという傾向がある。
【００３５】
また、錘部材７は、例えば中間番手のクラブ２Ｂのヘッドのフェース面Ｆと平行な断面図
である図１５のように、本例ではかしめによってヘッド本体部５のソール部５Ｃに固着さ
れている。例えばヘッド本体部５は、錘部材７を挿入しうる取付孔Ｏを具える。本例の取
付孔Ｏはソール部５ｃを上下に貫通してのびるとともに凹部１２に面するソール上面５ｇ
に設けた開口部を小径とした段付状をなす。
【００３６】
また錘部材７の取付前の状態を図１６（Ａ）に示すように、該錘部材７は、ソール部５ｃ
の取付孔Ｏに挿入される主部７ａと、このソール部５ｃを貫通して前記ソール上面５ｇか
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ら凹部１２に突出する凸部７ｂとを有する。そして、該凸部７ｂを、例えば上型Ｍ１と下
型Ｍ２とを用いて押し潰して塑性変形させることによりソール上面５ｇに拡巾した抜け止
め部７ｃを形成し固着される。なお錘部材７は、これ以外にも、接着剤、ネジ止めなど種
々の方法を併用又は単独で用いてヘッド本体部５に取り付けすることもできる。さらに図
１７（Ａ）、（Ｂ）に示すように、錘部材７は、下方に向かって厚さを増大する錐状をな
すものでも良く、この場合にはヘッド４のさらなる低重心化を図るのに役立つ。
【００３７】
【実施例】
以下、本発明をより具現化した実施例について説明する。
フェース板にチタン合金（Ｔｉ－６Ａｌ－４Ｖ、比重４．４２）、ヘッド本体部にステン
レス鋼（比重７．８）、錘部材にＷ－Ｃｕ合金（比重１２．５）を用いて表１の仕様に基
づいてアイアン型ゴルフクラブセットを試作（実施例）するとともに、ハンディキャップ
１０～３０の３名のゴルファにより３番アイアンと６番アイアンとを用いて各クラブ５球
づつ試打を行い、構え易さや、飛距離（キャリー）と方向性のずれ量とを測定しその平均
値を求めた。また比較例として、錘部材を用いることなくキャビティ部の厚さを変化させ
たもの（比較例１）、同ヘッドサイド面の角度を変化させたもの（比較例２）についても
併せてテストを行った。セットの仕様及びテストの結果などを表１、表２に示す。
【００３８】
【表１】
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【表２】

【００４０】
テストの結果、実施例のものは、比較例に比べて飛距離が伸びずれ量も小さいことが確認
できた。特に実施例のものは、慣性モーメントが小さいにも拘らずずれ量が小さくなって
いる。これは、重心位置が打点位置に近づくように適切に設計したためと考えられる。
【００４１】
【発明の効果】
　上述したように、請求項１記載の発明では、アイアン型ゴルフクラブセットの各ゴルフ
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クラブのヘッドは、そのヘッド本体部に該ヘッド本体部よりも比重が大の錘部材が固着さ
れるとともに、ロフト角が最小をなす最も低番手のゴルフクラブを含む低番手側のゴルフ
クラブは、ヘッド本体部のトウ側に前記錘部材が配され、ロフト角が最大をなす最も高番
手のゴルフクラブを含む高番手側のゴルフクラブは、ヘッド本体部のヒール側に錘部材が
配され、しかも低番手側のゴルフクラブと高番手側のゴルフクラブとの間に位置する中間
番手のゴルフクラブは、トウ側とヒール側とに分けて前記錘部材が夫々配されている。従
って、低番手側のゴルフクラブではヘッドの重心位置をトウ側に、また高番手側のゴルフ
クラブでは同ヒール側に、さらに中間番手のゴルフクラブでは同中心付近にそれぞれ設定
することが可能となり、アベレージゴルファの打点位置に近づけることができる。これに
より、各番手の飛距離を増大させ得る。また比重が大の錘部材を固着するため、ヘッドの
重心設計の自由度が大きく、ヘッド形状を変えることなく重心位置を大きく移動させるこ
とも可能となり、構えたときの違和感を防止しうる。また比較的多く打球機会の多い中間
番手のゴルフクラブでは、錘部材が、トウ側とヒール側とに分けて配されるため、ヘッド
の慣性モーメントが増大し、ミスショット時においても飛距離のロス及び方向性のブレを
最小限に抑えることができ、スコアの向上に役立つ。また、錘部材をソール部に配してい
るため、構えた際に錘部材がゴルファから見えず違和感などが防止できる。またソール部
から見た底面視において、錘部材の形状を限定することにより、ヘッドの重心位置をトウ
－ヒール方向に調節しつつ、重心深度を大にでき、ミスショットをさらに低減しうるなど
さらに打ち易さを向上できる。
【００４２】
また請求項２記載の発明のように、前記各ゴルフクラブのヘッドの重心距離を番手が増す
につれて小さくするとともに、最も低番手と最も高番手のクラブ間での重心距離の差を３
mm以上とすることにより、重心変化を大にできアベレージゴルファの打点位置とヘッドの
重心位置とをより確実に近づけることができる。
【００４３】
また請求項３記載の発明のように、最も低番手のゴルフクラブは、ヘッドの重心距離が４
５mm以上であり、かつ、全てのクラブのヘッドにおいてヘッド重心を通る垂直軸周りのヘ
ッドの慣性モーメントが２４００ｇ・cm2 以上をなすときには、比較的難しいとされてい
る低番手のゴルフクラブにおいてヘッドの重心位置をより最適化できかつ慣性モーメント
を増大してミスショット時においても飛距離のロス及び方向性のブレを最小限に抑えるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態のセットの側面図である。
【図２】その底面図である。
【図３】その正面図である。
【図４】ヘッドを拡大して示す正面図である、
【図５】その分解斜視図である。
【図６】最も低番手のクラブの背面図である。
【図７】そのＡ－Ａ線断面図である。
【図８】（Ａ）～（Ｃ）は図６のＢ－Ｂ線、Ｃ－Ｃ線、Ｄ－Ｄ線断面図である。
【図９】最も高番手のクラブの背面図である。
【図１０】そのＡ－Ａ線断面図である。
【図１１】（Ａ）～（Ｃ）は図９のＢ－Ｂ線、Ｃ－Ｃ線、Ｄ－Ｄ線断面図である。
【図１２】中間番手のクラブの背面図である。
【図１３】そのＡ－Ａ線断面図である。
【図１４】（Ａ）～（Ｃ）は図１２のＢ－Ｂ線、Ｃ－Ｃ線、Ｄ－Ｄ線断面図である。
【図１５】ヘッドのフェース面に平行な断面図である。
【図１６】（Ａ）、（Ｂ）は錘部材の取付方法を示す断面略図である。
【図１７】（Ａ）、（Ｂ）は錘部材の取付方法を示す断面略図である。
【符号の説明】
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１　アイアン型ゴルフクラブセット
２　アイアン型のゴルフクラブ
３　シャフト
４　ヘッド
５　ヘッド本体部
５ａ　フェース部
５ｂ　トップ部
５ｃ　ソール部
５ｄ　トウ部
５ｅ　バック部
６　ネック部
７　錘部材

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１４】

【図１５】 【図１６】

【図１７】
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